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復習問題 4.1 無向グラフ G = (V,E)の独立集合とは，頂

点部分集合 I ⊆ V で，I のどの 2頂点も隣接しないものの

ことである．

無向グラフG = (V,E)とGの素敵な道分解Pが与えられ
たとき，Gの最大独立集合の要素数を計算するO(cpw(P)|V |)
時間アルゴリズムを設計せよ．ただし，pw(P)は P の幅で
あり，cは定数である．なぜ，その計算量になるのかも説明

せよ．

復習問題 4.2 無向グラフ G = (V,E)の支配集合とは，頂

点部分集合D ⊆ V で，任意の V −Dの頂点 uがDに隣接

頂点をもつもののことである．

無向グラフG = (V,E)とGの素敵な道分解Pが与えられ
たとき，Gの最小支配集合の要素数を計算するO(cpw(P)|V |)
時間アルゴリズムを設計せよ．ただし，pw(P)は P の幅で
あり，cは定数である．なぜ，その計算量になるのかも説明

せよ．

追加問題 4.3 無向グラフ G = (V,E)の全支配集合 (total

dominating set) とは，頂点部分集合D ⊆ V で，任意の V

の頂点 uがDに隣接頂点をもつもののことである．

無向グラフ G = (V,E) と G の素敵な道分解 P が与
えられたとき，G の最小全支配集合の要素数を計算する

O(cpw(P)|V |)時間アルゴリズムを設計せよ．ただし，pw(P)

は P の幅であり，cは定数である．なぜ，その計算量にな

るのかも説明せよ．

追加問題 4.4 無向グラフG = (V,E)の 3彩色 (3-coloring)

とは，頂点集合の分割 A,B,C ⊆ V (ただし，A,B,C は

互いに素であり，A ∪ B ∪ C = V ) で，誘導部分グラフ

G[A], G[B], G[C]がどれも辺を持たないもののことである．

無向グラフ G = (V,E)と Gの素敵な道分解 P が与えら
れたとき，Gの 3彩色が存在するか判定する O(cpw(P)|V |)
時間アルゴリズムを設計せよ．ただし，pw(P)は P の幅で
あり，cは定数である．なぜ，その計算量になるのかも説明

せよ．
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